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１ はじめに 

 神奈川県では，水質汚濁防止法に基づき，公

共用水域水質測定計画を作成し，河川，湖沼及

び海域における測定を実施している。その結果

については，横浜市などの政令市とともに取り

まとめ，県のホームページで年度ごとに公開し

ている 1)。この測定は，環境基準を満たしてい

るかを確認するため実施しているもので，毎年

同じ場所での測定を長期に渡って継続している

ことから，膨大なデータを有している。 

 近年，気候変動による影響が大きな話題とな

っているが，海域は人間活動により放出された

二酸化炭素（CO2）のおよそ 4 分の 1 を吸収す

ると言われている 2)。温暖化の進行とともに海

水温が上昇すれば，海に溶解する CO2 の量が

増え，海水が酸性化していくことが懸念され

る。海水の酸性化により，海洋生物の生態系が

影響を受け，酸性化が進行した海域では，サン

ゴやフジツボなど，炭酸カルシウムの殻や骨格

を持つ生物が減少していることが明らかになっ

ている 3)。

気象研究所の解析によれば 4,5)，気象庁が継

続して実施している東経 137 度の海洋における

定期観測結果から，北緯 27 度の地点では，約

30 年間で，海水の pH が 1 年あたり 0.0018 低

下していることが報告されている。このうち，

直近の 10 年間では 1 年あたり 0.0028 のペース

で低下しており，前者の約 1.5 倍に加速してい

る。しかしその一方で，北緯 7 度の地点では，

27 度の地点と比べて季節変動がほとんどな

く，低下の傾向も 1 年あたり 0.0013 とやや緩

やかになっている。

そこで，地域的な海洋生物への影響を考える

ため，相模湾で同様な変化が起こっているのか

を調べることとし，県の測定データを用いて，

過去から現在までの長期的な pH の変化につい

て確認した。

２ 方法 

県が実施している水質測定の結果から，相模

湾における測定地点のうち，環境基準点 8 地点

を選択し，全層における pH の年平均値を抽出

した。ちなみに，相模湾は水域(1)と(2)に分か

れており，いずれも A 類型に指定されてい

る。水域(1)は 1 地点，水域(2)については 7 地

点の環境基準点がある。 

３ 結果及び考察 

pH 測定値の長期的な変化を図に示す。相模

湾では，気象庁の解析結果と比べて，明らかに

酸性化している状況は確認されなかった。ま

た，各測定地点の pH 値はほぼ同じ値となって 

おり，地点ごとの違いも認められなかった。 

 海洋 CO2 の長期変化には，大気中 CO2 の増

加に加えて，海洋循環の変化も関与していると

考えられている。また、本州東方の黒潮続流域

が，大気から海洋の内部に CO2 を送り込む海

域として重要なこと，海洋循環の変化によって

海洋内部で酸素濃度低下が起きており，これが

より多くの CO2 を海中にため込ませること

で，海洋酸性化を加速させていることなどが明

らかになっている 4)。今のところ、相模湾では

経年的な pH の変化はみられなかったが，長期

的なトレンドを見ておくことは，今後気候変動

に対する適応策を考える上で重要な視点と考え

られるため，引き続き注視していきたい。
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図 神奈川県水質測定計画に基づく相模湾の環境基準点における pH の長期的な変化
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